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故が起こっているかを知り、今一度こどもの周囲を見直してみることが大切です。

赤十字幼児安全法
日本赤十字社福岡県支部　　

　こどもの事故は、こどもの身体的特徴や精神・運動機能の発達、行動の拡大、遊び
の変化など、成長・発達の段階により事故の原因や内容に相違がみられます。
　成長、発達につれて屋外での事故も増えてきますが、大部分は、家の中、あるいは
その周辺で起こり、その多くは発生が予防できるといわれています。どこでどんな事
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〇　あたまのけが
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シャツを使って



〇　骨　折 《前腕骨折の手当》
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